
   

 

皆さんと過ごしたこれまでの日々を振り返ると、一人ひとりが葛藤し、悩みながらも卒業

式を晴れやかな表情で迎えることができることを心から嬉しく思います。 

これからの新しい世界へ羽拝（はばた）く皆さんに、一冊の本の言葉を贈ります。 

進学や就職など、環境が大きく変わる時期は、どうしても周りのことが気にかかるもので

す。誰かが自分より優れているように見えたり、自分だけが取り残されているような不安に

駆られたりすることもあるでしょう。 

アドラー心理学を解説した『嫌われる勇気』の中にこのような一節があります。 

性別、年齢、知識、経験、外見…われわれは誰しも違っており、まったく同じ人間など、どこにもい

ません。他者と違いがあることは事実ですが、われわれは同じでないけれど対等なのです。 

誰とも競争することなく、ただ前を向いて歩いていけばいいのです。もちろん他者と自分を比較

する必要もありません。今の自分よりも前に進もうとすることにこそ、価値がある。 

私たちはつい、誰かと自分を比べて「劣等感」を抱いてしまいがちです。しかし、この本

は教えてくれます。「健全な劣等感とは、他者との比較ではなく『理想の自分』との比較から生ま

れるもの」であると。 

競争ではなく、歩みを進める勇気を皆さんがこれから向き合うべきは、隣にいる誰かでは

ありません。「昨日の自分」よりも一歩、いえ、半歩でもいいから前へ進もうとする、自分

自身の情熱です。誰かに勝つために走るのではなく、自分の目的地へ向かって歩くこと。他

人の物差しで自分を測るのではなく、自分の理想を追い求めること。その歩みは、他人から

見ればゆっくりに見えるかもしれません。しかし、「いまの自分よりも前に進もうとするこ

と」。その意志にこそ、何物にも代えがたい尊い価値があるのです。 

この学び舎を去る皆さんは、それぞれに異なる個性を持った唯一無二の存在です。誰とも

比べる必要のない、あなただけの素晴らしい人生を一歩ずつ、着実に歩んでいってください。 

                       

(文責 校長)  
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新入生対象学校説明会がありました 

令和８年度の生徒会長、副会長、応援団長が加茂南小学校に

行き、加茂南小学校６年生を対象にした学校説明会を行いまし

た。中学校の主な行事や中学校での一日の流れ、生徒会や部活

動など、これから始まる中学校生活について丁寧に説明をして

いました。加茂南小６年生の皆さんも真剣な眼差しで生徒会役

員の話を聞いていました。 

 

 

更生保護について学習しました 

 加茂市保護司会の方々が来校されて、３年生を対象に更生保護

についての授業をしていただきました。犯罪や非行をおこした人

の再犯を防いだり、支援したりするための活動や取組について丁

寧に教えていただきました。生徒たちは更生保護活動について理

解を深めることができました。 

 

同窓会入会式を開催しました 

令和 7 年度同窓会入会式があり、年度代表が若宮中学校同窓

会員としての決意を述べました。また３年生に向けて、同窓会

長、副会長から同窓会入会への歓迎の言葉をいただきました。 

 

 

 

 

 

感謝の気持ちを大切に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若中生 活動の記録 ３年生のみの記載になります。１，２年生は３月号に掲載します。 

・新大全国書初大会  

 佳作 ３年 

・新潟県書き初め大会 

銀賞 ３年 

銅賞 ３年 

 

 

３月の予定  
２日（月）卒業式予行練習・３年生受検指導 

３日（火）第 71回卒業式 

４日（水）公立高校一般選抜学力検査 

１・２年生学習確認テスト 

24日（火）３学期終業式 

学期末大清掃 

25日（水）離任式 

 

（文責 教頭） 

２月 24日（火）から「３年生に贈る週間」が行わ

れました。３年生へのお祝いメッセージの掲示やイベ

ント、催し物など、３年生に感謝を伝えようと１・２

年生が中心となっていろいろな企画を考えました。 

また卒業式練習が始まり、式に臨む心構えや式の流

れについて確認しました。３月３日の卒業式に向け

て、緊張感をもって取り組んでいます。 


